





２００６年１２月    日  
 
利用人数：   １人  ２人 ３人 （     ）人 
 
利用時間：   時   分  ～ 時   分  
 
観察： 見たもの・触ったものに○をつける。 











視線：      左コーナー        中央コーナー      右コーナー 
 
めくり： めくったページ数       
 ①（     ）ページ   ②（      ）ページ  ③（      ）ページ 
＜タッチパネル＞ 
使用機能： 番組を選ぶ 元の場面に戻る  
観察：  １ 最初から何をすればいいのかわからない 
２ ボタンの意味がわからない 
３ 途中で操作に迷う  
４ 質問を受けた （最初・ 途中・ 終わってから） （使い方 ・ 内容）      
     ５ すぐに辞めてしまった 
６ 使いながら屏風（資料）を見た 









平成 17 年度の民俗研究映像として《AINU Past and Present―マンローのフィルムから見えて


























した 35 ミリの可燃性ポジフィルム 4 巻があった（写真 1 ）。フィルム缶に添付された紙に書かれた
情報によると，それが，「マンロー」という人物による撮影であり，「ポジ原板」であり，「未編集」
研究ノート




























































写真 １　歴博の 35㎜フィルム ４巻 写真 ２　フィルムの蓋の記録
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“The KAMUI IOMANDE or DIVINE DISPATCH commonly called The AINU BEAR 
FESTIVAL”，16 ミリ，サイレント，字幕解説付き，53 分。英国映画協会 British Film 
Institute（以下，BFI とする）所蔵
ｂ．英国王立人類学協会 Royal Anthropological Institute（以下，RAI とする）による再編集版
“The Ainu Bear Ceremony”，英語によるナレーション入り，ａにあった字幕は削除され，
その分短くなっている。約 30 分。
ｃ．北海道大学所蔵版












































と考えていたのだが，これついては，《AINU Past and Present》の中では深めることができなかっ
た。

































と考えていたのだが，これついては，《AINU Past and Present》の中では深めることができなかっ
た。











まず，2004 年 12 月，企画・製作担当の柏木剛氏を訪問した。以下は氏からの情報である。東宝
争議で仕事を失った人たちに，氏が協力する形で，アニメーションなどの特殊撮影を行う「株式会
183















































































1927 年 1 月に大沢商会の取締役に就任し，1928 年に渡米した際，ベル・ハウエル社との間に，日
本総代理店の契約を結んだ。1931 年には，ベル・ハウエル社製の 16 ミリ映写機を京都市内の小学
校に納入し，視聴覚教育の促進に取り組んだほか，トーキー製作に必要な機材一式を買い入れて，
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［「AINU Past and Present－マンローのフィルムから見えてくるもの」：研究ノート］……内田順子
時に撮られたと見られるスチールがあり，カメラマンが使っている撮影機が，ベル・ハウエル社製
のアイモ（35 ミリ用撮影機）であることも確認できることから（写真 4 ），撮影から編集に至る作
業で，マンローが大沢商会の協力を得ていたと見て間違いないものと考える。
マンローの映画制作についてなんらかの資料や情報が大沢商会に残っていないか，岡田一男氏と




















写真 3 　 N.G.Munro“The KAMUI IOMANDE or 
DIVINE DISPATCH commonly called 
The AINU BEAR FESTIVAL”の冒頭部




































































のほかに，35 ミリポジフィルム 4 巻と，そのコピーである 16 ミリポジフィルム 1 巻が納入されて
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歴博のマンローの 35 ミリポジフィルムは可燃性フィルムである。可燃性フィルムは，1950 年代















もうひとつの「KODAK　◆」は，カナダのイーストマン・コダック社の 1931 年，1941 年製造
のフィルムに付されている記号である。マンローは，撮影した翌年の 1931 年に映画の編集作業を
したと見られるため，挿図の部分は 1931 年製のフィルムが使用されたと推測される。
写真 5 　 フィルムの端（下）に「KODAK　▲●」とあ
る（歴博蔵）












技術とは思われない，拙いつなぎ方の 2 種類が見られる（写真 8 ）。
写真 8 で示したフィルムセメントがはみ出したネガつなぎのコマは，マンロー自身が編集してイ





写真 ７ 　 ネガを切ってつないだショット。コマとコ
マの境目に細い接合部が見える（歴博蔵）
写真 ８ 　 ネガの接合部の幅が広く，また，フィルム
セメントもはみ出している（歴博蔵）
写真 ９ 　 N.G.Munro“The KAMUI IOMANDE or 
DIVINE DISPATCH commonly called 
The AINU BEAR FESTIVAL”より。写












技術とは思われない，拙いつなぎ方の 2 種類が見られる（写真 8 ）。
写真 8 で示したフィルムセメントがはみ出したネガつなぎのコマは，マンロー自身が編集してイ





写真 ７ 　 ネガを切ってつないだショット。コマとコ
マの境目に細い接合部が見える（歴博蔵）
写真 ８ 　 ネガの接合部の幅が広く，また，フィルム
セメントもはみ出している（歴博蔵）
写真 ９ 　 N.G.Munro“The KAMUI IOMANDE or 
DIVINE DISPATCH commonly called 
The AINU BEAR FESTIVAL”より。写
真 ８ と同じ部分が １６ ミリに縮小プリント
された箇所（BFI 蔵）
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［「AINU Past and Present－マンローのフィルムから見えてくるもの」：研究ノート］……内田順子
ネガの段階での各ショットのつなぎ順は，北海道大学および BFI に残っているマンローが自ら





















































































いうカテゴリーで，1988 年から毎年 1 作品ずつ，民俗
研究の一環として，民俗研究者自らが映像を制作してい















（ 4 ）――桑原前掲書，35 頁。
（ 5 ）――桑原前掲書，52 頁。
（ 6 ）――柏木剛「映画『イヨマンデ』の完成まで」『朝
日文化映画の会』128 号，1966 年 9 月 1 日，3 頁。
（ 7 ）――東宝の「航空教育資料製作所」は，太平洋戦争
中，当時の陸軍から軍事教材映画や軍需工場向け戦意高




2006 年 3 月，㈳日本映画テレビ技術協会）
（ 8 ）――註（ 7 ）50 頁。
（ 9 ）――㈱大沢商会社史編纂委員会編『創業 100 年史』
1990 年，32～35 頁。
（10）――英文では the festival film とあり，マンロー
がイギリスに送った映画のタイトルが “The KAMUI 
IOMANDE or DIVINE DISPATCH commonly called 
The AINU BEAR FESTIVAL”であったことから，こ
こでは熊送りの映画のことを指していると見られる。
（11）――当該箇所の英文は以下の通り。“I have heard 
from my friend Kumazawa, who participated in the 
photography of the festival film. He can get me a 
reliable cinema man, abstainer, modest, experienced 
and willing to help in any way for yen 80 salary a 
month and his travelling and maintenance.”（ チ ャ ー










（2008 年 6 月 17 日受理，2009 年 1 月 27 日審査終了）
